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採
算
が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら

断
念
。
簡
易
水
道
に
よ
る
整

備
は
、
上
水
道
へ
の
統
廃
合

を
進
め
て
い
た
市
の
方
針
に

反
し
困
難
だ
っ
た
ほ
か
、
国

の
未
普
及
地
域
解
消
事
業

は
、
補
助
要
件
に
合
致
し
な

か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住

民
自
身
で
運
営
と
維
持
管
理

を
行
う
た
め
に
大
幅
な
コ
ス

ト
削
減
が
見
込
め
る
、
小
規

模
飲
料
水
供
給
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
、
整
備
手

法
の
検
討
を
行
っ
た
。
長
森

氏
を
介
し
て
瀬
野
氏
か
ら
提

案
さ
れ
た
緩
速
ろ
過
技
術
を

●
特
集　

「
持
続
」
を
見
据
え
た
地
方
の
水
道
の
基
盤
強
化
を
考
察
す
る

未
普
及
地
域
解
消
目
指
し
た
津
山
市
の

未
普
及
地
域
解
消
目
指
し
た
津
山
市
の

小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設
設
置
事
業

小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設
設
置
事
業

　

岡
山
県
津
山
市
が
平
成
21
～
28
年
度
に
か
け
て
、
市
内
に
点
在
す
る
中
山
間
部
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
に
向
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
地
元
と
協
働
し
て
、小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設
設
置
補
助
事
業
を
行
っ
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
水
道
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
提
案
の
緩
速
ろ
過
技
術
を
採
用
し
た
、
地
元
住
民
が
運
営
と
維
持
管
理
を
行
う
分
散
型
の
小
規
模
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
大
幅
に
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
と
と
も
に
、
集
落
で
の
過
疎
化
に
一
定
程
度
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に

寄
与
。
そ
こ
で
、
香
川
伸
治
・
同
市
水
道
局
水
道
施
設
課
主
査
に
事
業
内
容
や
成
果
を
、
技
術
分
野
の
責
任
者
を
務
め
た

瀬
野
守
史
・
Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
理
事
兼
瀬
野
技
術
士
事
務
所
代
表
に
施
設
の
整
備
内
容
を
、
現
在
住
民
で
行
っ
て
い
る
維
持
管
理

を
指
導
し
て
い
る
長
森
健
樹
・
前
同
市
水
道
局
参
与
に
維
持
管
理
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
、
話
を
伺
っ
た
。

補
助
事
業
の
概
要
と
成
果

補
助
事
業
の
概
要
と
成
果

　

平
成
７
年
に
津
山
市
役
所

に
入
庁
し
た
香
川
主
査
は
22

～
30
年
の
間
、
環
境
福
祉
部

環
境
生
活
課
主
任
と
し
て
小

規
模
飲
料
水
供
給
施
設
設
置

補
助
事
業
を
担
当
し
、
補
助

制
度
の
策
定
や
運
用
に
加

え
、
地
元
と
の
協
議
な
ど
に

携
わ
っ
た
。
同
市
の
水
道
普

及
率
は
、
補
助
事
業
開
始
時

の
平
成
21
年
度
に
99
・
５
％

と
市
内
全
域
を
ほ
ぼ
網
羅
し

て
い
た
が
、
依
然
と
し
て
推

計
約
２
５
４
戸
、
約
７
３
０

人
が
上
水
道
給
水
区
域
外
に

居
住
。
そ
の
解
消
に
向
け
、

各
集
落
に
住
民
自
身
で
事
業 香川氏

運
営
と
維
持
管
理
を
行
う
６

水
道
組
合
を
設
け
、
事
業
に

臨
ん
だ
。

　

事
業
実
施
の
背
景
に
は
、

住
民
が
自
前
で
設
置
し
た
施

設
の
老
朽
化
や
雨
天
時
の
濁

度
上
昇
が
あ
る
。
水
質
が
良

好
な
源
流
域
の
渓
流
水
を
、

そ
の
ま
ま
各
家
庭
に
引
き
込

ん
だ
り
、
砂
利
を
敷
き
詰
め

た
の
み
の
簡
易
な
ろ
過
槽
で

処
理
し
た
り
す
る
な
ど
、
集

落
ご
と
に
異
な
る
処
理
方
法

を
採
用
。
生
活
用
水
に
砂
利

や
泥
が
混
じ
る
の
が
当
た
り

前
で
、
降
雨
か
ら
１
～
２
日

程
度
は
特
に
濁
り
が
強
ま
る

た
め
、
水
の
使
用
を
控
え
、

タ
ン
ク
に
貯
め
た
雨
水
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
布

設
か
ら
何
十
年
も
経
過
し
た

老
朽
管
が
破
損
し
、
漏
水
に

伴
う
断
水
が
何
度
も
発
生
し

て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

下
で
高
ま
っ
て
き
た
、
水
道

整
備
を
求
め
る
住
民
の
声
に

応
え
る
形
で
、
未
普
及
地
域

へ
の
上
水
道
整
備
費
用
の
検

討
を
行
っ
た
。
だ
が
、
最
低

で
も
20
億
円
と
試
算
さ
れ
、

活
用
し
た
分
散
型
水
道
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
維
持
管
理

性
と
コ
ス
ト
面
の
高
さ
を
評

価
し
、
導
入
を
決
め
た
。

　

補
助
制
度
の
対
象
は
、
給

水
人
口
20
人
以
上
、
１
０
０

人
未
満
の
規
模
の
地
区
。
取

水
口
や
浄
水
場
な
ど
の
施
設

整
備
費
の
６
割
、
管
路
整
備

費
の
３
割
を
補
助
。
住
民
に

は
、
市
内
の
給
水
区
域
で
水

道
を
引
き
込
む
際
に
必
要
な

金
額
を
元
に
算
出
し
た
、
上

限
１
２
０
万
円
の
自
己
負
担

金
の
支
出
を
各
戸
に
求
め

た
。
さ
ら
に
、
水
質
基
準
に

関
す
る
省
令
（
平
成
15
年
厚

生
労
働
省
令
第
１
０
１
号
）

に
基
づ
く
、
年
１
回
の
水
質

検
査
費
の
５
割
相
当
、
上
限

10
万
円
を
補
助
し
た
。
飲
料

水
供
給
施
設
の
枠
組
み
で
整

備
を
行
っ
た
こ
と
で
、
専
用

水
道
で
必
要
な
、
水
道
法
に

基
づ
く
年
２
４
０
万
円
程
度

の
水
質
検
査
費
を
大
幅
に
縮

減
で
き
、
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
行
政
と
住
民
双
方
の

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
。

　

上
限
１
２
０
万
円
の
自
己

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
水
道

料
金
徴
収
を
求
め
て
い
る
こ

と
も
合
わ
せ
、
負
担
増
加
へ

の
住
民
か
ら
の
反
発
が
特
に

強
く
、
対
応
に
苦
労
し
た
。

年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多

く
負
担
金
の
支
出
が
困
難

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
料
金
徴
収
を
し
て
い
た

集
落
は
な
く
、
蛇
口
を
開

け
っ
放
し
に
し
て
畑
に
撒
く

な
ど
、
水
は
無
料
で
使
え
る

も
の
と
い
う
根
強
い
意
識
が

根
底
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
由

だ
。

　

そ
の
た
め
、
補
助
申
請
時

に
給
水
戸
数
の
９
割
以
上
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
で
、
集

落
内
の
や
る
気
の
あ
る
住
民

が
、
反
対
派
の
説
得
に
自
主

的
に
動
い
て
く
れ
る
よ
う
に

促
し
た
。「
自
己
負
担
金
と

料
金
徴
収
は
、
上
水
道
利
用

者
と
の
公
平
性
を
保
つ
観
点

か
ら
譲
れ
な
い
一
線
だ
っ
た

の
で
、
地
元
で
の
同
意
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
知
恵
を
絞
っ

た
。
そ
れ
で
も
同
意
が
得
ら

れ
な
い
地
区
は
、
補
助
事
業

の
対
象
外
と
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
」と
香
川
氏
は
語
る
。

　

苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
、

役
所
内
部
で
の
意
見
調
整
も

挙
げ
る
。
財
政
部
局
か
ら
補

助
率
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
提

案
を
受
け
た
が
、
過
疎
の
抑

制
に
必
要
な
環
境
整
備
に
つ

な
が
る
と
い
う
重
要
な
効
果

に
加
え
、
中
途
半
端
な
施
設

で
故
障
の
た
び
に
修
理
費
を

補
助
す
る
よ
り
も
、
住
民
が

負
担
可
能
な
額
を
考
慮
し
た

額
を
し
っ
か
り
と
補
助
し
、

長
期
間
使
用
可
能
な
も
の
を

整
備
し
た
ほ
う
が
得
策
だ
と

説
得
し
、
最
終
的
に
納
得
し

て
も
ら
っ
た
。

　

整
備
の
成
果
と
し
て
は
、

補
助
対
象
外
だ
っ
た
一
部
未

普
及
地
域
が
残
る
も
の
の
、

最
低
約
20
億
円
以
上
と
さ
れ

た
未
普
及
地
域
へ
の
上
水
道

整
備
費
を
、
補
助
費
約
２
億

円
、
地
元
負
担
費
約
１
億
円

の
計
３
億
円
程
度
ま
で
縮

減
。
未
普
及
人
口
の
約
半
分

の
１
２
０
世
帯
３
６
２
人
に

安
全
な
水
を
供
給
で
き
た
。

　

香
川
主
査
は
「
電
気
給
湯

器
が
使
用
可
能
に
な
っ
た

り
、
降
雨
時
に
も
透
き
通
っ

た
風
呂
に
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
整
備

に
よ
り
生
活
環
境
が
著
し
く

改
善
し
た
こ
と
で
、
新
た
な

世
代
の
定
着
と
い
っ
た
、
集

落
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た

地
区
も
あ
る
。
過
疎
化
に
一

定
程
度
歯
止
め
を
か
け
ら
れ

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
提
案
の
施
設
整
備
内
容

Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
提
案
の
施
設
整
備
内
容

瀬野氏

津山モデルで整備された６つの水道組合の水道事業の概要
　

緩
速
ろ
過
技
術
の
第
一
人

者
の
中
本
信
忠
・
信
州
大
学

名
誉
教
授
も
参
画
す
る
Ｃ
Ｗ

Ｓ
Ｃ
は
、
同
技
術
を
柱
に
中

小
規
模
の
水
道
を
支
援
し
て

き
た
唯
一
の
全
国
規
模
の
組

織
だ
。
技
術
面
で
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
た
今
回
の
補
助

事
業
で
は
、
▽
水
源
の
調
査

▽
浄
水
場
の
位
置
選
定
▽
浄

水
水
質
の
保
証
▽
配
管
ル
ー

ト
の
選
定
▽
地
元
説
明
会
へ

の
出
席
▽
組
合
規
約
・
補
助

申
請
書
類
・
設
計
書
の
作
成

▽
水
道
料
金
徴
収
に
向
け
た

助
言
▽
施
設
完
成
後
の
試
運

転
▽
運
用
開
始
後
の
相
談
―

な
ど
つ
い
て
支
援
し
た
。

　

Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
が
設
計
し
た
各

浄
水
施
設
は
、
集
落
ご
と
に

異
な
る
処
理
方
法
を
統
一

し
、
渓
流
水
か
ら
の
取
水
→

沈
殿
→
３
段
の
粗
ろ
過
→
緩

速
ろ
過
→
塩
素
注
入
―
と
い

う
フ
ロ
ー
を
採
用
し
た
。
各

施
設
の
処
理
能
力
は
、
計
画

一
日
最
大
給
水
量
20
立
方

㍍
。
緩
速
ろ
過
の
前
処
理
に

粗
ろ
過
を
設
け
る
こ
と
で
、

課
題
と
な
っ
て
い
た
高
濁
度

水
に
対
応
し
た
。

　

瀬
野
氏
は
、「
水
源
か
ら

末
端
ま
で
高
低
差
を
利
用
し

た
自
然
流
下
方
式
と
す
る
こ

と
で
、
乾
電
池
を
使
用
す
る

塩
素
注
入
装
置
以
外
の
無
電

源
で
の
運
用
を
実
現
し
た
。

各
集
落
で
完
結
す
る
分
散
型

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ

と
も
あ
り
、
コ
ス
ト
を
縮
減

し
つ
つ
、
維
持
管
理
が
非
常

に
容
易
な
も
の
に
で
き
た
」

と
施
設
の
特
長
を
語
る
。

　

自
然
流
下
の
採
用
に
関
し

て
は
、
最
も
標
高
の
高
い
家

か
ら
低
い
家
ま
で
、
適
切
な

水
圧
で
給
水
で
き
る
浄
水
場

の
地
点
が
限
ら
れ
て
い
る

中
、
地
元
住
民
と
共
に
現
地

を
練
り
歩
き
な
が
ら
、
浄
水

場
や
配
水
池
、
管
路
な
ど
の

施
設
配
置
を
設
定
し
た
。
こ

の
う
ち
、
管
路
は
主
に
、
腐

食
に
強
く
山
間
部
で
の
施
工

性
に
優
れ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
を
採
用
。
当
初
は
田
ん
ぼ

な
ど
の
民
有
地
直
下
へ
の
布

設
を
検
討
し
た
が
、
了
承
を

得
て
い
て
も
将
来
的
に
所
有

権
を
巡
る
問
題
に
直
面
す
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
受
け
、

多
少
費
用
が
嵩
む
公
道
直
下

へ
の
布
設
を
決
め
た
。

　

「
分
散
型
の
施
設
な
の

で
、
給
水
能
力
が
低
く
、
一

つ
の
家
庭
で
蛇
口
を
一
日
中

開
き
っ
ぱ
な
し
に
し
た
だ
け

で
断
水
す
る
。
そ
の
た
め
、

漏
水
リ
ス
ク
低
減
を
特
に
意

識
し
、
一
部
で
老
朽
化
し
た

既
設
管
を
使
用
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
極
力

更
新
す
る
よ
う
に
指
導
し

た
」
と
瀬
野
氏
は
話
す
。

　

香
川
氏
も
説
得
に
苦
労
し

た
料
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、

着
実
な
実
施
に
向
け
、
各
種

ア
ド
バ
イ
ス
に
力
を
入
れ

維
持
管
理
の
現
状
や
将
来

維
持
管
理
の
現
状
や
将
来

長森氏

　

長
森
氏
は
昭
和
53
年
の
入

庁
以
来
、
平
成
25
年
に
水
道

局
参
与
と
し
て
退
職
す
る
ま

で
、
約
30
年
間
ほ
ぼ
一
貫
し

て
水
道
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん

で
き
た
。
現
在
で
は
地
元
住

民
と
し
て
、
上
横
野
上
地
区

水
道
組
合
の
維
持
管
理
を
主

導
。
補
助
事
業
の
立
ち
上
げ

に
際
し
て
は
、
水
道
の
仕
事

に
長
年
取
り
組
む
中
で
、
未

普
及
地
域
を
何
と
か
し
た
い

と
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
こ

と
か
ら
、
水
道
へ
の
深
い
見

識
と
役
所
内
外
の
つ
な
が
り

を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
同
局
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
長
年
携
わ
り
何
十
年

も
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
瀬

野
氏
か
ら
、
今
回
の
技
術
提

案
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
と
い
う
。

　

長
森
氏
は
「
膜
ろ
過
や
急

速
ろ
過
は
、
前
処
理
に
必
要

な
凝
集
剤
の
注
入
率
の
計
算

な
ど
の
専
門
知
識
が
必
要
と

な
る
こ
と
に
加
え
、
40
～
50

人
規
模
の
集
落
で
賄
う
に

は
、
維
持
管
理
費
用
が
高
額

に
な
る
こ
と
が
、
整
備
方
法

の
検
討
の
際
に
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
た
。
瀬
野
氏
提
案

の
技
術
は
、
そ
う
し
た
不
安

と
無
縁
で
、〝
身
の
丈
に
合
っ

た
〟
最
適
な
方
法
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
互
い
に
気
心
の
知

れ
た
人
物
が
市
長
と
市
議
会

議
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
彼
ら
に

今
回
の
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
を

そ
れ
と
な
く
伝
え
続
け
た
こ

と
が
奏
功
し
、
事
業
が
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
進
ん
で
い
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　

維
持
管
理
は
原
則
、
取
水

口
の
土
砂
堆
積
状
況
や
、
ろ

過
流
量
な
ど
の
確
認
の
ほ

か
、
約
２
～
３
分
の
バ
ル
ブ

操
作
の
み
で
済
む
粗
ろ
過
池

の
排
泥
作
業
と
い
っ
た
、
施

設
点
検
を
２
人
の
点
検
担
当

員
で
毎
月
２
回
実
施
。
各
担

当
員
の
自
宅
で
残
塩
測
定
も

毎
日
行
っ
て
い
る
。「
特
に
注

意
を
払
う
の
は
、
取
水
口
で

し
っ
か
り
と
水
を
取
水
で
き

て
い
る
の
か
、
ろ
過
流
量
を

確
実
に
確
保
で
き
て
い
る
の

か
と
い
う
２
点
の
み
。
維
持

管
理
性
の
高
さ
を
日
々
実
感

し
て
い
る
。
整
備
前
に
苦
労

し
て
き
た
降
雨
時
の
高
濁
度

水
に
も
問
題
な
く
対
応
し
、

き
れ
い
な
水
を
供
給
で
き
て

い
る
」
と
長
森
氏
は
語
る
。

　

そ
う
し
た
維
持
管
理
業
務

を
こ
な
す
中
で
、
当
初
年
１

回
を
見
込
ん
で
い
た
、
緩
速

ろ
過
池
の
ろ
過
砂
の
掻
き
取

り
頻
度
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
を
適
切
に
行
え
ば
、
長

期
間
掻
き
取
り
が
不
要
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
実

際
に
長
森
氏
の
担
当
地
区
で

は
、
整
備
か
ら
約
10
年
後
の

現
在
で
も
、
ろ
過
砂
の
掻
き

取
り
を
せ
ず
と
も
問
題
な
く

処
理
で
き
て
い
る
。

　

一
方
、
事
業
実
施
地
区
で

は
、
点
検
員
の
高
齢
化
に
伴

い
様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
長
森

氏
は
、「
地
元
の
地
区
で
は

昨
年
、
長
年
点
検
を
さ
れ
て

き
た
方
が
亡
く
な
っ
た
後
、

取
水
口
付
近
に
堆
積
し
た
泥

に
気
づ
か
ず
、
取
水
管
が
目

詰
ま
り
し
断
水
し
て
し
ま
っ

た
。
日
々
の
維
持
管
理
で
は

個
人
の
資
質
に
頼
る
部
分
が

非
常
に
大
き
く
、
技
能
継
承

の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

自
分
の
地
元
に
は
若
い
世
代

が
お
り
、
当
分
は
心
配
な
い

が
、
高
齢
者
が
大
半
を
占
め

る
地
域
で
は
、
近
い
将
来
に

高
齢
者
が
杖
を
つ
き
な
が
ら

点
検
す
る
よ
う
な
事
態
に
な

り
か
ね
ず
、
点
検
員
の
派
遣

な
ど
、
行
政
側
に
各
種
支
援

を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

依
然
と
し
て
残
る
未
普
及
地

域
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
っ
て
い
く
か
だ
と
強
調
。

支
援
地
域
で
は
、
次
世
代
の

定
着
な
ど
の
明
る
い
兆
し
が

見
ら
れ
る
一
方
、
残
る
未
普

及
地
域
で
は
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
加
速
度
的
に
進
行
す

る
中
、
自
前
で
整
備
し
た
施

設
の
老
朽
化
も
進
み
、
地
域

で
の
安
定
給
水
の
確
保
が
一

層
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

長
森
氏
は
、「
集
落
の
消

滅
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る

未
普
及
地
域
で
は
、
各
家
庭

に
給
水
車
で
水
配
り
を
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
採
算
重

視
の
姿
勢
を
転
換
し
、
福
祉

水
道
の
概
念
か
ら
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
補
助
事
業
の
際

に
、
支
援
対
象
か
ら
外
れ
た

地
域
の
高
齢
者
か
ら
、
何
と

か
し
て
欲
し
い
と
何
度
も
懇

願
さ
れ
た
こ
と
を
、
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い

る
。
水
道
関
係
者
に
は
、
地

方
の
〝
零
細
〟
水
道
を
ど
う

取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
、
本

腰
を
入
れ
て
考
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

住民自身で担う取水口での月２回
の簡易点検

10年以上掻き取りせずに安定的に
処理できる緩速ろ過池

た
。
水
は
無
料
と
の
意
識
が

支
配
的
だ
っ
た
た
め
、
施
設

整
備
後
の
試
験
通
水
の
際
に

は
、
施
設
能
力
を
超
え
た
水

を
使
用
す
る
家
庭
が
存
在

し
、
ど
の
組
合
で
も
必
ず
１

回
は
断
水
が
発
生
。
瀬
野
氏

ら
が
戸
別
訪
問
し
蛇
口
を
閉

め
な
が
ら
説
明
に
回
る
な

ど
、
苦
労
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
た
。瀬
野
氏
は「
安

価
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
と

に
か
く
料
金
徴
収
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
従
量
料
金

か
定
額
料
金
か
を
、
組
合
で

自
主
的
に
選
べ
る
よ
う
に
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　

今
回
の
事
業
に
際
し
て

は
、
岡
山
県
内
で
上
水
道
施

設
の
設
計
業
務
に
長
年
携

わ
っ
て
き
た
、
Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
の

会
員
企
業
の
三
恭
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
詳
細
設
計
を
委
託

す
る
な
ど
、
地
元
へ
の
技
術

継
承
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意

識
し
た
。

　

「
長
年
水
道
畑
を
歩
ん
で

市
長
や
役
所
内
部
、
地
元
な

ど
に
顔
の
利
く
長
森
氏
の
存

在
は
、
行
政
と
住
民
双
方
に

負
担
が
必
要
な
本
事
業
を
進

め
る
上
で
大
変
心
強
か
っ

た
。
多
く
の
小
規
模
事
業
体

で
水
道
担
当
者
が
数
年
で
異

動
す
る
現
状
で
は
中
々
難
し

い
が
、
長
森
氏
の
よ
う
に

キ
ー
マ
ン
的
な
役
割
を
果
た

す
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
は

重
要
だ
ろ
う
。
今
回
の
事
業

で
は
Ｃ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
の
技
術
を
地

元
に
継
承
で
き
た
の
で
、
今

後
は
東
日
本
で
も
技
術
継
承

を
進
め
て
い
け
た
ら
」
と
、

瀬
野
氏
は
考
え
を
示
し
て
く

れ
た
。

未
普
及
人
口
の
半
数
に
安
全
な
水
を

利
便
性
向
上
で
過
疎
化
に
歯
止
め

維
持
管
理
性
の
高
さ
を
実
感

「
零
細
水
道
の
今
後
に
本
腰
を
」

緩速ろ過を用いた分散型水道

今後は東日本でも技能継承を
塩素注入を除き無電源での運用が可能な浄水場


